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　制限対象の食品が含まれる場合、家庭から弁当持参 13  （8.0）*
　除去して代替食品を用意 23  （14.1）*





≦49 50～99 100≦ 全体
保育園（保育所・幼保園）数 53 99 71 223
食物アレルギー児在籍施設数 28 73 62 163
　同　割合（％） 52.8 73.7 87.3 73.1
＊食物アレルギー児（％） 1.1±0.3a 2.6±0.3b 3.0±0.3c 2.3±0.2
除去食実施施設数　 24 67 59 150
　同　割合（％） 45.3 67.7 83.1 67.3





































≦49 50～99 100≦ 合計
施設数 ％ 施設数 ％ 施設数 ％ 施設数 ％
できている 25 47.2 68 68.7 52 73.2 145 65.0
半々 5  9.4 11 11.1 6  8.5 22  9.8
できていない 8 15.1 9  9.1 3  4.2 20  9.0
わからない 9 17.0 7  7.1 4  5.6 20  9.0
無回答 6 11.3 4  4.0 6  8.5 16  7.2















０歳児   680 26 3.8 20 2.9 76.9
１歳児 2,018 90 4.5 85 4.2 94.4
２歳児 3,173 111 3.5 93 2.9 83.8
３歳児 4,371 110 2.5 89 2.0 80.9
４歳児 4,427 81 1.8 73 1.7 90.1
５歳児 3,748 70 1.8 59 1.6 84.3
６歳児   44 1 2.3 1 2.3 100.0









































栄養士 調理員 保育士 保護者 その他
施設数 ％ * 施設数 ％ * 施設数 ％ * 施設数 ％ * 施設数 ％ *
?
?
献立作成 127 57.0 58 26.0 20 9.0 5 2.2 5 2.2
材料選択 92 41.3 84 37.7 19 8.5 25 11.2 5 2.2




献立作成 115 51.6 61 27.4 22 9.9 5 2.2 6 2.7
材料選択 92 41.3 84 37.7 19 8.5 25 11.2 5 2.2









≦ 49 50 ～ 99 100 ≦
栄養士がいる 50 51 18 34.0% 39 39.4% 44 62.0% 101 45.3%
栄養士がいない 86 30 3 34 64.2% 60 60.6% 25 35.2% 119 53.4%
不明（無回答） 3 1 1.8% 2 2.8% 　3  1.3%




































































































































































































































































多くの場合、症状はよくなっていった 29 65.9％ 107 72.8％
症状がよくなるのと悪くなるのは大体同じくらいだった 4 9.1　 3 2.0　
多くの場合、症状に変化がなかった 3 6.8　 15 10.2　
多くの場合、症状に変化があるかどうかわからなかった 3 6.8　 14 9.5　
食物アレルギーを持つ園児の保育経験がない、少なくてわからない 5 11.4　 8 5.5　
計










養育者との連絡がうまくいかない 22  9.9
食物アレルギーを持つ園児に対する留意点がよくわからない  7  3.1
アレルギー症状がでることが原因で他の園児からいじめにあう  1  0.4





























































項　目 回答数 ％ *
アレルゲンの食品を少しずつ食べさせて、免疫をつけることも大切 50 22.4
極端な除去食は逆効果、栄養失調にならないか心配である 33 14.8
除去食すなわち治療と感じている 58 26.0
職員間で共通理解のもとに指導していきたい 163 73.1
食物アレルギーの園児に合わせた対応を行いたい 112 50.2
他の園児にもアレルギーを理解させ、食べ物・飲み物が違っても認め合うように指導する 91 40.8
多少の皮膚炎は気にせず、体を動かして鍛えていきたい 22 9.9
代替食品をつくるなど、皆と同じものを食べられる献立作り 92 41.3
保護者、担任、調理員の連絡は重要である 186 83.4
複数回答あり　　*全保育園数（223施設）に対する割合
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